
Ａ 組織の方針(使命) Ｂ 重点目標項目 C 設定理由・考え方 D 活動（手段） Ｅ 目標の達成評価 Ｆ 目標の達成度 G 今後の取り組み

組織の基本方針又は
使命

今年度取り組む事項

どのようなニーズに基づ
くのか
どのような成果を目指す
のか

重点目標項目を実現す
るため行う活動や手段

目標の達成状況や成果の
評価（できるだけ定量的に
記入）

※目標の達成度の区
分（「B重点目標項目」
単位での評価）

目標が未達成であれば、
今後の具体的な取り組み

1.避難所運営個別地区
マニュアルの策定

・地域の特性や実情に応じ
た個別マニュアルを、指定
避難所単位で市民協働に
より策定する。

・避難所運営マニュアルに
基づき、指定避難所（田辺
東小学校）の個別マニュア
ルを田辺団地連合自治会
で市民と協働して策定す
る。

･対象地区の田辺団地連合自
治会及び田辺区浜新田班長
と3回の協議を経て、H28.12に
完成。対象地区へ全戸配布し
た。 A

2.避難所運営訓練・一泊
体験の実施

・有事の際、迅速に適切な
避難所運営が行えるよう訓
練を行うとともに一泊体験
をしてもらう。

・有事の際、迅速に適切な
避難所（培良中学校）運営
が行えるよう東区と訓練･
一泊体験を行う。

･8/27～28実施。参加者260
名（うち一泊体験80名）

A

3.道路照明等LED化 ・道路照明等の省エネル
ギー施策として、ＬＥＤ照明
に交換する。

・道路照明等をＬＥＤ照明
に付け替え、10年リースと
共に保守をする。

･プロポーザルにより事業者を
決定し、道路照明等約1,000
灯をLED化した。

A

4.地域版防災マップ（土
砂災害・水害）の作成

・市民協働による地域版防
災マップを作成する。

・地域版防災マップ 土砂災
害編を高船区で、水害編を
松井区と新田辺東住宅自
治会で市民と協働して作成
する。

･地域防災マップ土砂災害編
をH29.1、水害編新田辺東住
宅自治会版をH28.10、松井区
版をH29.3に作成し、対象地区
へ全戸配布した。 A

今年度の目標の達成度と今後の取り組み今年度の目標設定

　防災・危機管理機能の
充実や市民が誰でも安
全で安心して暮らせるま
ちづくりを推進する。

平成２８年度 安心まちづくり室

組織目標達成度測定シート
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5.防犯カメラの設置 ・防犯対策を強化するため
防犯カメラを設置する。

・JR同志社前駅前に防犯
カメラを設置する。

･2台の防犯カメラを設置し、9
月1日より運用している。

A

6.地域防災リーダーの育
成

・混乱した災害現場で「共
助」の力を十分に発揮する
知識・判断力･行動力を備
えた人材の確保のため、
地域防災リーダーを育成
する。

・地域の防災担当者に対
し、研修等の実施や防災
士等の資格取得を補助し、
自主防災組織の設置等地
域防災活動につなげる。

･防災士講習受講の上、8名が
新規に資格取得した。

A

- 2 - ※【目標の達成度の区分　A．達成できた B．概ね達成できた C．達成できなかった】


